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掻ゴ苫溜〕み同1嘲

10月 期 第 二概産上特殊無線技士 試 験問題

(D 解 答は 答 えとして正しいとftr断したモサのを一つだけ選よ 答知吊紙の告撤に正しく記入 (マーク)し てください

〔1〕 無 線設捕の変更の工事の詳可を受けた後 許 可に

係る無練設備を迎科するためltはどうしなけれIJrr

らないか 正 しいものを次のうちから選チヽ

1 当 該工事の結勲 帝可の内容に適合している旨

を届,出 なけれ1静iらない

2 総 務省令で定める場合を除き 総 務大臣の検査

を受け 当 該工事の緒兵わ軒 市丁の内容に適合して

いると認めらてミ 後でなr加 ,1/jらない

3 あ らかじめ運m開 始の予80Hを 履けとなけれ

はならな,■

4 工 事が完了した後 運 用したい旨連絡しなけれ

的ならなし、

t2〕 擁 上移動業務の無綱5(免 討の有効期間が1年以

内であるものを除く)の 再生討の中請は 次 のど

の期fPH内に行わなけれ,おならないか

1 免 許の有効期間満了前3箇月lt[6簡 月を超え

ない期間

2 免 許の有効期FPS満了前2箇月以上3断月麹 え

ない期間

3 免 許の有効期間満7前 2箇月まで

4 究 許み有効期間満7有11苗 月まで

(3〕 電 波″質として電館=に規 Lfる ものは 次 のど

れか

1 空 中線宝力例肩差

2 変 艇

3 信 号対雑音比

4 周 破魚の稲

(4〕 第 的 士の資格を有する吉,く 陸

上の無綱烏の空中線電力loワット以下の無線剖稿

(多重無続設備を除く )の外部の転換装置で記法の

質に影宰を及1まさないものの技術操作を行うことが

できるのは 次 のどの周渡欽の範囲の電渡か

1 1∞ 65キ ヨヘルツ以下

2 1∝ 65キ ロハルッから4∞0■ 口～ レツまで

3 40「Iキ 0ヘルッから21 tmDキロヘルッまで

4 21rplキ ロヘルツから25010キロヘルツまで

〔51 無 線従事者の免詳証を返網しなけれほと,な いの

は 次 のどの地合か

1 無 繰従事者の免許を受1江 かも5年を経過した

とを

2 篤 操通信の業務に従事することを停にされとと

き

3 5年 以上案線剥痛の操作を行うなかったと言

4 的 i失そうの言告を受けたと言

〔6〕 第 =級接J年末無線技士の資格を有する者れヽ レ
ーダーの外銀 ょ綱食抜置親 の質に影察を及|まさ

ないものの性術操作を行うこと力【きるの1= 次の

どの無柳弓か

1 ,鞠 う

2  洵増う

3 輌 御司

4 nta局

(1)



法

〔7〕 空中線ヽ力6oツット以下の問出品の無線設捕を使    〔 101 無 線局が非常通信を行ったとき 電 たとの規定に
用して1な卜を行う場合にもいて 確 実に連絡の設定      よ り究許 ~が とらなけれけどちな|■片砥は 次 の
がでどると認められるとき rt答チ環のうち送信を      ど れか

を陥することおや きるコ唄は 次 のどれか

1 勧 噺省令で定める手続により承認を受ける
I ど う=                         2 構 務省令で定める手続により 潮 う大Eに報告
2(D こ ち引ま        1回              す る

19 白局の呼出を称     1回             3 井 常及書対策本部長に屈F)出る
S 相 手局の呼出名称      3回 以下          4 地 方防大会議会長に辞告する

4(0 相 手局の呼出名称    31以 下

(, こ ちちは        l FI

〔Bi 臨 時般柱 (電絞法第,3条第4項の役資)が行われ    〔 11〕 無 練局の免許人等は 〔練従事音を避在又は郷モ

したときは 電 出どの規定により ど のようなT枕

をとちなけれ,まならないか 正 しいものを次のうち

から選′ヽ

1 2週 間以内にその旨を属け出る

2 1箇 月以内にその旨を報告する

3 達 やお■こ絶務大臣の承認を受ける

4 遅 滞なくその旨を屈け出る

t9】 先 計人挙力屯波法に違反したとき そ の無榊うこ   [12〕  田 痢品の無鹸業務日琵に記載する時刻は 水 のど
ついて受けることがある処々は 次 のどれか          れ にようなけれ十FrFらないお、

1 無 線従手者の業務の従事停止               1 中 央標弾時

2 通 信の相予方の制限                   2 協 定凹塀時

3 電 法の使式の制限                    3 協 定世界特 た だし こ れによることが不便で
4 速 用の停止                        ぁ る場合は 中 州標準時

4 中 チ出辞日常又|ま協 [世烈 i

る場合は 次のどれか

1 臨 時に亀波の死射の停にを命ぜられたとき

2 雑 線設備の変更の工亭を行ったとき

3 鷺 線従車古選欄 I偏 を提‖したと言

4 無 線局の百免nf/1与えられたとを

隆特二 (2)


